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令和８年度 第１回川口市上下水道事業運営審議会会議録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
司 会 
（上下水道総務
課長） 
 
 

 
１ 日 時  令和８年７月３日（金） 開始 午後３時３０分 
                   終了 午後５時２０分 
 
２ 場 所  第一本庁舎８階 第３・第４委員会室 
 
３ 内 容 
   川口市上下水道事業の概要について 
 
   報告事項 

（１）令和８年度川口市水道事業会計予算及び主要事業について 

（２）令和８年度川口市下水道事業会計予算及び主要事業について 

（３）上下水道事業評価 

令和７年度終了時評価及び令和８年度事前評価について 
 
 
４ 出席者  審議会委員 
 

会長 山村 寛、副会長 若谷 正巳、中村 典子、 
 
䭜 康二郎、平岡 一太、坪田 功一、山崎 豊、 
 
田口 真澄、三村 育子、吉田 美希、山室 奈美、 
 
髙栁 早希、鈴木 太智の各委員 
 
（欠席委員：入野 純一、今井 巌委員）   

 
       市側 
       
       野﨑上下水道事業管理者、清野管理部長、山本事業部長、 
 

藤田上下水道総務課長、遠藤財務課長、山縣料金課長、 
 
       徳田事業管理課長、石川上水道維持課長、熊井上水道建設課長、 
 

池上浄水課長、鳥海下水道維持課長、中川下水道建設課長、 
 

梅山上下水道総務課庶務係長、髙橋上下水道総務課経営企画係長、 
 
永山財務課上水道財務係長、齊藤財務課下水道財務係長、 

 
       赤嶺上下水道総務課庶務係主任、渡辺上下水道総務課庶務係主任、 
 

小松上下水道総務課庶務係主事、関東上下水道総務課庶務係主事補 
 
 
５ 議事等内容【要点筆記】 
 
（開始 午後３時３０分） 

開会に先立ち、委嘱書交付式が行われ、出席委員１３名に対し、市長から委嘱書
が交付された。 
  

市長から挨拶を行う。 
 
（市長挨拶） 
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司 会 
 
 
 
 
 
司 会 
 
 
 
委 員 
 
 
 
司 会 
 
 
 
 
 
 
司 会 
 
 
司 会 
（上下水道総務
課庶務係長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
司 会 
 
 
 
 
 
司 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
司 会 
 
 
 

 
 市長は公務のため退出する。 
 
 

（市長退出） 
 
 
 会議の前に正・副会長を選任したいと存じますが、いかがか。 
 
 
 （異議なし） 
 
 

会長と副会長の選出については、審議会設置条例第５条第１項により委員の互選
で定めることとなっているので、皆様からご意見を伺いたい。 

 
 
会長には学識経験者である中央大学教授の山村委員、副会長には前回も副会長を

務めた市議会議員である若谷委員にお願いしたい。 
 
 
会長には山村委員、副会長には若谷委員を推薦したいとのことであるが、いかが

か。 
 
 
（異議なしとの声あり） 
 
 
会長は山村委員、副会長は若谷委員に決定した。 

  
  

開会を告げる。 
本日の出席委員は過半数であるので、この会議は成立している。 

 山村会長、若谷副会長に挨拶を願う。 
  
  
 （山村会長挨拶） 
  
  

（若谷副会長挨拶） 
 
 
次に、各委員に挨拶を願う。 

  
  

（各委員挨拶） 
 
 
議事に入る前に、初めて委員に就任された方がいることから、当審議会の概要を説

明する。当審議会は知識経験者、水道使用者、下水道使用者の方々の中から市長が委
嘱した１５名の委員で組織され、上下水道事業の管理運営等にかかる重要事項につ
いて審議する附属機関である。 

事務局を代表して上下水道事業管理者から挨拶を行う。 
 
 
(管理者挨拶) 

  
  

次に、事務局から自己紹介を行う。 
 
 
（事務局自己紹介） 
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司 会 
 
 
 
 
 
議 長 
 
 
 
 
 
 
 
議 長 
 
 
上下水道総務課長 
 
 
議 長 
 
 
委 員 
 
 
 
 
上水道維持課長 
 
 
議 長 
 
 
 
財務課長 
 
 
議 長 
 
 
委 員 
 
 
 
上水道建設課長 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
財務課長 
 
 
 
 
 

  
  

審議会は、議事録作成のため録音させていただく。また、市民参加条例の規定に基
づき、会議は原則公開とする。 

これより、会議の進行については、審議会設置条例第６条第１項により会長に議長
をお願いする。 

 
 
それでは、議長の職を務めさせていただく。 
はじめに、傍聴について本日の傍聴希望者は３名である。 
審議会は原則公開となっているため、これより傍聴人にお入りいただく。 
 
 
（傍聴人入室、着席） 
 
 
それでは、次第の４ 川口市上下水道事業の概要について、事務局に説明を求める。 
 
 
（資料に基づき、説明する。） 
 
 
それでは、質問等があれば、お願いする。 
 
 
水道について、最近、国の審議会において、過去に埋設した鉛製配管に問題がある

可能性が指摘され、交換の必要性を含めて調査を実施している。川口市では鉛製配管
についてどの位残っているかなど調査は行っているか。 

 
  
 川口市では鉛製配管は残っていない。 
 
 

それでは、報告事項（１）令和８年度川口市水道事業会計予算及び主要事業につい
て、事務局に説明を求める。 

 
 
（資料に基づき、説明する。） 
 
 
それでは、質問等があれば、お願いする。 
 
 
資料３ページの収入「国庫補助金」について、令和８年度は５，４００万円計上さ

れているが、令和７年度は計上されていない。その理由は何か。 
  

 
令和７年度から新たに創設された国の補助金制度があり、補助金要件に適合させ

るため、令和７年度に上下水道耐震化計画を策定し、令和８年度から事業実施に伴う
補助金の受入れを開始した。 

 
 
水道事業の会計について、非常に健全な会計と思う。市の一般会計からの繰り入れ

はないということか。 
 
 
消火栓などに係る費用については、市の一般会計から繰り入れを受けている。具体

的には、消火栓の維持管理費は資料１ページの収入「その他営業収益」に計上し、消
火栓の設置費は資料３ページの収入「一般会計負担金」に計上している。 

 
 
 



4 
 

議 長 
 
 
 
財務課長 
 
 
議 長 
 
 
委 員 
 
 
 
下水道建設課長 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
 
事業部長 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
事業管理者 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
料金課長 
 
 
委 員 
 
 
料金課長 
 
 
委 員 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
 
 

それでは、報告事項（２）令和８年度川口市下水道事業会計予算及び主要事業につ
いて、事務局に説明を求める。 

 
 
（資料に基づき、説明する。） 
 

  
それでは、質問等があれば、お願いする。 
 
 
資料３ページの支出「管渠建設費」について、前年度比８．９％減となった主な要

因について説明をお願いする。 
 
 
「管渠建設費」は、主に下水道管が未整備の地域に新たに管渠を整備するための費

用である。令和８年度予算が前年度比で減額となった主な要因は、区画整理事業との
兼ね合いで減額となったものである。 

 
 
八潮市で発生した道路陥没事故を受け、流域下水道の強化により、今後、流域下水

道の建設費が増加することが見込まれる。これについて、埼玉県から費用負担等に関
する打診はあるのか。 

 
 
川口市としても、埼玉県が原因調査等を進める中で費用負担が増加する可能性は

あると見込んでいる。ただし、現時点では埼玉県から具体的な連絡や打診は受けてい
ない。 

 
 
下水道事業について、使用料をこれ以上引き上げるのは難しいと思う。今後、支出

が増える部分は、市の一般会計からの繰り入れで対応していくと考えてよいか。 
 
 
雨水排水に係る費用は全額公費負担としているため、引き続き市の一般会計から

の繰り入れを受ける。一方、汚水処理に係る費用については、市の一般会計からの繰
り入れは想定していない。なお、使用料の改定については今後の議論による。 

 
 
上下水道料金の支払明細書に「割引」と記載がある。予算が不足していると言って

いる中で、なぜ割引をしているのか。 
 
 
口座振替の推進のため、１か月あたり５５円の割引を実施している。 
 
 
１か月あたり５５円とのことだが、割引総額はおよそいくらになるのか。 

 
 
口座振替の割引総額は年間で約１億円である。 
 

 
割引を実施している一方で、下水道事業の会計を見ると借入金が多く、過年度分の

留保資金を不足分に充てている状況である。このような運営を今後どの程度の期間
継続できるのか不安がある。 

 
 
水道に比べ、下水道は八潮市の道路陥没事故を受けて、今後、広域（流域）下水道

の負担金が増額される恐れがある。また、国の施策として管路の複線化も検討されて
おり、整備には莫大な費用が見込まれる。こうした費用負担が市にも及ぶ可能性があ
るため、今後さらに財政負担が増えることを念頭に置く必要がある。 
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議 長 
 
 
 
上下水道総務課長 
 
 
議 長 
 
 
委 員 
 
 
 
事業管理者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
浄水課長 
 
 
 
委 員 
 
 
 
浄水課長 
 
 
 
 
 
委 員 
 
 
 
浄水課長 
 
 
 
 
議 長 
 
 
 
委 員 
 
 
事業管理者 
 
 

それでは、報告事項（３）上下水道事業評価 令和７年度終了時評価及び令和８年
度事前評価について、事務局から説明を求める。 

 
 
（資料に基づき、説明する。） 

  
 
それでは、質問等があれば、お願いする。 
 
 
川口市の水道水は、埼玉県営水道用水が約９割、自己水源が約１割とのことだが、

自己水源を確保しているのは災害時などを想定しているためか。 
 

 
 自己水源を確保している理由は主に二つある。   

一つ目は、災害等により埼玉県営水道用水が断水した場合の備えである。   
二つ目は、埼玉県営水道用水の単価が自己水源より高いため、事業運営上は可能な

範囲で自己水源を活用したいという考えがある。 
 ただし、井戸を無制限に増やせるわけではないため、現状の供給割合は「県水９：
自己水１」となっている。 

また、渇水時には県営水道用水が制限される場合があり、例えば５０％の取水制限
がかかった場合でも、自己水源があれば一定の供給を継続できるという利点がある。
このため、現存する井戸は今後も維持していきたい。 
 
 

自己水源を増やすという考え方もあるのではないか。地盤沈下等の懸念や規制が
あるのか。 
 
 
 埼玉県には井戸の設置等を制限する条例があり、今後、自己水源（井戸）を増やし
ていくことは困難である。そのため、現存する井戸を維持していく方針としている。 
 
 
 水道事業評価の「1-1-2 自己水源の確保」について、令和７年度はＣ評価となっ
ているが、令和８年度の予算額が０円となっている。その理由は何か。 
 
 

令和７年度は井戸設備のポンプ交換を実施したため決算額が発生している。一方、
令和８年度はポンプ交換等の予定がないため、本事業の予算額は０円としている。 
 なお、令和８年度に実施する神根浄水場の混流池耐震補強工事に係る費用は、本事
業とは別に予算計上している。 
 
 

地下水からＰＦＯＳが検出されているという報道があるが、川口市では調査を実
施しているか。 
 
 
 川口市では、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡについて、年１回水質調査を実施している。 

結果は、国の指針値５０ナノグラム／Ｌに対し、最大で１４ナノグラム／Ｌであ
り、指針値を下回っている。 
 
 

以上で、本日の議題は終了した。 
その他に上下水道事業全般について、質問等があれば、お願いする。 
 
 
今後の会議の所要時間はどの程度を見込んでいるか。 
 
 
所要時間は議案の内容によって変動するため、事務局としての見込みになる。次第

への明記は難しいが、開催案内等で目安をお示しする形で対応したい。 
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委 員 
 
 
議 長 
 
 
司 会 
（上下水道総務
課庶務係長） 
 
 
 
 
 
 

 
承知した。 
 
 
議事が終了したので、会議の進行を事務局に戻す。 
 
 
本日の審議の内容は、事務局にて議事録を作成し、会長・副会長に内容をご確認い

ただいた後、発言された委員のお名前をふせた形で、川口市ホームページ及び市役所
市政情報コーナーで公開させていただきたいと存じますが、いかがか。 

 
 
（異議なし） 
 
 
次回の審議会は、令和８年１１月以降を予定している。 
以上で、本日の審議会を終了とする。 
 
 

   （閉会 午後５時２０分） 
 

 

 


